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〜
令
和
6
年
第
2
回
定
例
会
〜

　
令
和
６
年
第
２
回
定
例
会
を
7
月
23
日（
火
）に
和
束
町
議
会
議
場

に
て
開
催
し
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
笠
置
町
で
は
議
会
構
成
の
変
更
が
、
南
山
城
村
で
は
議
会

議
員
選
挙
が
あ
り
、
連
合
議
会
議
員
に
変
更
が
あ
っ
た
た
め
、
副
議

長
の
選
挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
次
に
、
総
務
厚
生
･
文
教
各
常
任
委
員
長
か
ら
委
員
会
調
査
報
告

が
あ
り
、一
般
質
問
で
は
2
人
の
議
員
が
質
問
を
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
令
和
5
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
4
号
専
決
）に
つ

い
て
、
続
い
て
、
令
和
6
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
1
号
）に
つ

い
て
、そ
れ
ぞ
れ
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

相
楽
東
部
広
域
連
合

議
会
だ
よ
り�

Vol
❺

議
長
等議

　
　
長

西
　
　
　
昭
　
夫
（
笠
置
町
）

副
議
長

奥
　
森
　
由
　
治
（
南
山
城
村
）

監
査
委
員

吉
　
田
　
哲
　
也
（
和
束
町
）

議
会
運
営
委
員
会

委
員
長

奥
　
森
　
由
　
治
（
南
山
城
村
）

副
委
員
長

岡
　
田
　
　
　
勇
（
和
束
町
）

向
　
出
　
　
　
健
（
笠
置
町
）

久
　
保
　
憲
　
司
（
南
山
城
村
）

吉
　
田
　
哲
　
也
（
和
束
町
）

西
　
　
　
昭
　
夫
（
笠
置
町
）

（敬省略）◦委員長　 副委員長

総務厚生常任委員会文教常任委員会

田中　良三
（笠置町）

◎畑　　武志
（和束町）

久保　憲司
（南山城村）

奥森　由治
（南山城村）

吉田　哲也
（和束町）

西　　昭夫
（笠置町）

◎向出　　健
（笠置町）

村山　一彦
（和束町）

岡田　　勇
（和束町）

鈴木かほる
（南山城村）

梅本　章一
（南山城村）

山本　勝喜
（笠置町）
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Q　
相
楽
東
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
擁
壁
安
全
対
策
工
事
で

の
亀
裂
の
発
生
等
に
対
し
て
、
金

銭
の
補
填
は
ど
こ
が
す
る
の
か
。

　
ま
た
、
ど
こ
に
責
任
が
あ
る
と

お
考
え
か
。

A
平
沼
連
合
長

　
先
の
定
例
会
の
答
弁
の
と
お
り
、

「
最
終
的
な
責
任
は
理
事
者
に
あ

る
」
と
判
断
し
て
い
る
。

　
設
計
業
者
、
工
事
業
者
の
い
ず

れ
も
契
約
ど
お
り
に
確
実
に
業
務

を
履
行
し
て
お
り
、
完
了
検
査
で

問
題
な
く
工
事
が
完
了
し
て
い
る

と
判
断
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
業

者
に
金
銭
の
補
填
を
求
め
る
こ
と

は
な
い
。

Q　
今
後
の
対
策
と
し
て
、追

加
対
策
工
事
、応
急
処
置
、

建
屋
を
撤
去
な
ど
、ど
の
よ
う
に

お
考
え
か
。

承　認
令和５年度一般会計補正予算（第４号専決）
　歳入歳出それぞれ5,591万７千円を減額し、歳入歳出それぞれ７億5,537万６千円とする補正 承認　挙手全員
議　案
令和６年度一般会計補正予算（第１号）　　　　　　　　　　　　　　　　
　歳入歳出それぞれ2,543万２千円を増額し、歳入歳出それぞれ９億4,161万円とする補正 可決　挙手多数

Q　
相
楽
東
部
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
再
稼
働
が
極
め
て

難
し
い
な
か
、
今
後
の
意
思
決

定
は
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

A
平
沼
連
合
長

　
三
町
村
の
う
ち
二
町
村
の
方

向
性
は
あ
る
程
度
出
て
い
る
。

相
楽
東
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

に
つ
い
て
は
現
状
の
ま
ま
維
持

し
、
こ
れ
以
上
の
予
算
を
か
け

る
つ
も
り
は
な
い
。

A
馬
場
副
連
合
長

　

今
後
、地
滑
り
に
よ
る
被
害

を
こ
れ
以
上
大
き
く
し
な
い
た

め
に
も
、不
安
定
土
塊
の
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
調
査
を
行
い
維
持
し

て
い
く
。

　
施
設
の
解
体
等
に
つ
い
て
は
、

も
う
少
し
時
間
を
お
い
て
判
断

し
た
い
。

A
山
本
副
連
合
長

　

連
合
長・副
連
合
長
答
弁
の

と
お
り
。

A
平
沼
連
合
長

　
今
回
の
補
正
予
算
で
、
応
急
処

置
と
し
て
、
安
全
対
策
工
事
お
よ

び
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
委
託
と
し

て
計
１
千
３
０
０
万
円
を
計
上
し

て
い
る
。

　
抜
本
的
な
対
策
工
事
を
行
う
に

は
多
額
の
費
用
が
か
か
り
、
一
方

で
相
楽
東
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

の
再
稼
働
は
極
め
て
難
し
い
。　
　
　

　
仮
に
土
砂
崩
れ
が
起
こ
っ
た
と

し
て
も
、
連
合
の
敷
地
内
に
収
ま

り
、
住
民
へ
の
影
響
は
な
い
も
の

と
判
断
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
費

用
対
効
果
を
考
え
る
と
、
追
加
対

策
工
事
は
現
実
的
で
は
な
い
。

　
な
お
、
建
屋
の
撤
去
に
つ
い
て

は
、
連
合
と
し
て
の
ご
み
処
理
の

方
向
性
が
は
っ
き
り
と
し
た
時
点

で
、
解
体
な
ど
具
体
的
な
作
業
を

進
め
て
い
き
た
い
。

今
後
の
対
策
が
明
確
に
な
っ
た
段
階
で
、説
明
を

行
っ
て
ま
い
り
た
い
。な
お
、相
楽
東
部
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
が
休
炉
に
な
っ
て
か
ら
、様
々
な
方
向
性
に
つ

い
て
常
に
ア
ン
テ
ナ
を
張
っ
て
い
る
。

平
沼
連
合
長

児
童
生
徒
の
安
心
安
全
お
よ
び
教
育
的
意
義
を
明
確

に
し
な
が
ら
最
終
判
断
を
し
て
い
く
。

岡
田
教
育
長

久
保 

憲
司 

議
員
南
山
城
村

向
出 

健 

議
員
笠
置
町

大
阪
万
博
に
つ
い
て
、
安
全
面

か
ら
学
校
行
事
と
し
て
行
う
こ

と
の
中
止
を
求
め
る
。

ご
み
処
理
方
針
と
相
楽
東
部

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
処
分
に

つ
い
て
、
具
体
的
な
動
き
を

始
め
る
時
期
に
き
て
い
る
の

で
は
。

3 2024.9︱vOL.222広報  れんいけ
れ いんけ
れ いけん
れんけい

れ いけん

特集 Special feature



まち・むら
topics

　

第
42
回
京
都
府
茶
品
評
会
の
審
査
会
が
、
宇
治
茶
会
館（
宇
治
市
）に
お
い
て
開
か
れ
、

「
お
茶
の
形
や
色
、水
色
、香
、味
」の
各
項
目
に
つ
い
て
審
査
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
煎
茶
の
部
で
は
、
南
山
城
村
の
中
窪
良
太
朗
さ
ん
が
見
事
、
1
等
1
席
の
栄
誉
に
輝
か

れ
ま
し
た
。
中
窪
さ
ん
は
今
年
度
よ
り
先
代
か
ら
事
業
を
継
承
さ
れ
、
今
回
が
初
め
て
の

受
賞
と
な
り
ま
す
。

　
審
査
結
果
は
、
1
～
3
等
に
入
賞
し
た
10
点
の
う
ち
9
点
が
南
山
城
村
の
お
茶
で
、
京

都
府
茶
品
評
会
で
4
年
連
続
31
回
目
の
産
地
賞
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
愛
知
県
豊
田
市
で
お
こ
な
わ
れ
た
第
76
回
関
西
茶
品
評
会
の
審
査
会
で
は
、南
山

城
村
の
北
本
製
茶
園
さ
ん
が
普
通
煎
茶
の
部
に
お
い
て
見
事
、1
等
1
席
の
栄
誉
に
輝
か

れ
ま
し
た
。北
本
さ
ん
は
過
去
に
1
等
入
賞
は
あ
り
ま
し
た
が
今
回
初
め
て
の
1
等
1
席

農
林
水
産
大
臣
賞
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。本
品
評
会
で
は「
や
ぶ
き
た
」と
い
う
品
種
が

1
等
1
席
を
獲
る
こ
と
が
多
く
、北
本
さ
ん
が
出
品
さ
れ
た「
鳳
春（
ほ
う
し
ゅ
ん
）」と
い

う
京
都
府
品
種
で
の
受
賞
は
歴
史
的
快
挙
で
も
あ
り
ま
す
。

　
北
本
さ
ん
以
外
に
も
1
等
6
点
の
う
ち
５
点
が
南
山
城
村
で
、か
つ
南
山
城
村
か
ら
出

品
し
た
お
茶
全
て
が
3
等
以
内
に
入
賞
し
、南
山
城
村
全
体
の
品
質
の
高
さ
が
表
れ
る
結

果
と
な
り
、2
年
連
続
10
回
目
の
産
地
賞
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、品
評
会
に
出
品
い
た
だ
き
ま
し
た
生
産
者
の
み
な
さ
ん
の
ご

努
力
と
、手
摘
み
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
摘
み
子
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
に
感
謝
申
し

あ
げ
ま
す
。 京

都
府
茶
品
評
会
・
関
西
茶
品
評
会
で
産
地
賞
W
受
賞

南山城村

真剣な眼差しで製茶する中窪さん

北本製茶園さんの茶園での手摘み

　
半
年
後
に
開
幕
を
控
え
る
万
博
の
雰
囲
気
を
感
じ
て
も
ら
い
、機
運
を
高
め

る
た
め
、京
都
駅
前
広
場
に
て「
京
都
イ
ロ
ド
リ
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
こ
と
い
ろ
」が
開
か

れ
ま
す
。
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
や
ブ
ー
ス
出
展
な
ど
が
お
こ
な
わ
れ
、
和
束
町

か
ら
も
出
展
を
予
定
し
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

日
10
月
12
日（
土
）　
10
時
～
16
時

所
京
都
駅
前
広
場（
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
京
都
前
）

問
和
束
町
地
域
力
推
進
課　
☎
0
7
7
4
・
78
・
3
0
0
2
直

大
阪
・
関
西
万
博
半
年
前
イ
ベ
ン
ト
が

京
都
駅
前
で
お
こ
な
わ
れ
ま
す

和束町
　

8
月
17
日（
土
）
と
18
日（
日
）、
湯
船
M
T
B 

L
A
N
D
に
お
い
て
、

2
0
2
7
年
に
開
催
さ
れ
る「
ワ
ー
ル
ド
マ
ス
タ
ー
ズ
ゲ
ー
ム
ズ
2
0
2
7

関
西
」
の
1
0
0
0
日
前
を
記
念
し
た
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
公
認
大
会

「
C
o
u
p
e 

d
u 

J
a
p
o
n 

京
都
湯
船
ス
テ
ー
ジ
」を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

　
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
の
熱
戦
と
と
も
に
マ
ル
シ
ェ
や
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
の
出
店
、

ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り
な
ど
の
催
し
も
あ
り
、大
い
に
盛
り
上
が
り
を
み
せ
ま
し
た
。

問
和
束
町
地
域
力
推
進
課　
☎
0
7
7
4
・
78
・
3
0
0
2
直

「
ワ
ー
ル
ド
マ
ス
タ
ー
ズ
ゲ
ー
ム
ズ
2
0
2
7
関
西
」

1
0
0
0
日
前
イ
ベ
ン
ト
を
お
こ
な
い
ま
し
た

表彰式

スタート
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ち
か
ん・盗
撮
Ｚ
Ｅ
Ｒ
Ｏ

～
あ
な
た
が
で
き
る
こ
と
は
、

ゼ
ロ
じ
ゃ
な
い
～

　
通
勤
・
通
学
時
間
帯
を
中
心
に
、
混
雑
す
る
電

車
内
や
駅
構
内
で
痴
漢
や
盗
撮
と
い
っ
た
犯
罪
が

発
生
し
て
い
ま
す
。

　
あ
な
た
の
周
り
に
痴
漢
や
盗
撮
の
被
害
に
困
っ

て
い
る
人
は
い
ま
せ
ん
か
。

◆
被
害
者
の
た
め
に
あ
な
た
が
で
き
る
こ
と

　
○
被
害
者
に
優
し
く
声
を
掛
け
る

　
　

 　
「
大
丈
夫
で
す
か
。」、「
ど
う
さ
れ
ま
し
た

か
。」な
ど
、
あ
な
た
の
一
言
で
被
害
者
は
、

と
て
も
救
わ
れ
ま
す
。

　
○
被
害
者
の
代
わ
り
に
１
１
０
番
通
報
を
す
る

　
　

 　
痴
漢
の
被
害
者
は
、
怖
く
て
犯
人
の
特
徴

や
顔
等
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
　

 　
あ
な
た
が
代
わ
っ
て
犯
人
の
特
徴
や
逃
走

方
向
を
通
報
し
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

問 

京
都
府
警
察
鉄
道
警
察
隊　
レ
デ
ィ
ー
ス
相
談

　
　
☎
0
7
5
・
6
8
2
・
0
9
1
3

　
京
都
府
木
津
警
察
署

　
　
☎
0
7
7
4
・
72
・
0
1
1
0

安心安全
ほっ

相楽消費生活センター　☎0774・72・9955（ナニ？キューキューＧＯＧＯ！）FAX0774・72・9933
日月～金（祝日・年末年始を除く）　時午前９時～正午・午後１時～４時　所木津川市木津上戸15 相楽会館内

　自立した消費者への第一歩として、複雑・多様化する消費生活問題について学びませんか。そして、学んだことを消費者
支援活動や地域活動に活かしましょう。
　今年度は全２回の消費生活講座を開講します。ご興味をお持ちの講座がありましたら、ぜひご参加ください。

定第１回（20人）、第２回（40人）　対木津川市および相楽郡に在住・在勤・在学の方
費第1回は参加費1,000円（昼食代として）、第2回は無料　 主催 相楽広域行政組合（相楽消費生活センター）
申込方法  電話・FAXのいずれかの方法で「消費生活講座参加希望」の旨と、氏名、住所、電話番号、参加予定日をお伝えください。
申込受付  ９月10日（火）から申込みを受付けます。申込み多数の場合は抽選、申し込まれた方全員に受講の可否の連絡をします。
申込締切  第１回 10月10日（木）、第２回 10月24日（木）

◎定員に満たない場合は締切日以降も受付します。相楽広域行政組合までお問合せください。
問

申相楽広域行政組合（相楽消費生活センター）　〒619-0214 木津川市木津上戸15 相楽会館内
　　☎0774・72・0421　FAX0774・72・0470

市町村名 担当課 電話番号 市町村名 担当課 電話番号
相楽広域行政組合 事務局 ☎0774・72・0421 和 束 町 農村振興課 ☎0774・78・3008

木津川市 観光商工課 ☎0774・75・1216 精 華 町 商工推進室 ☎0774・34・0234
笠 置 町 商工観光課 ☎0743・95・2327 南山城村 産業観光課 ☎0743・93・0105

日・内
回 日　時 テーマ・講師 会 場（定員）

１

10月18日（金）
午前８時～午後３時15分

     

テーマ  ★造幣局（工場・博物館）見学とやわた流れ橋交流プラザ四季彩館見学
　　　★都合により日時などが変更になる場合があります　　　
注意事項：相楽会館集合時間午前８時厳守（バスは午前８時15分に出発します）

バスツアー
（20人）

２

10月31日（木）
午後１時30分～３時30分

　　　 お茶の生産者からの声

テーマ  「和束町の自然の恵みで育ったSDGsなお茶の世界」
講 師 林　嘉人 氏（製茶房 嘉栄代表） 有機JAS認定茶園（有機栽培・自然農法）　

テーマ「茶香服体験」
講 師 中山 美雪 氏 日本茶インストラクター・リーダー、茶育指導士

相楽会館
大ホール
（40人）

※講師の都合により、内容を変更する場合があります。
※FAXでの申し込みは、下の申込書に必要事項をご記入のうえ送付してください。

＜令和６年度 消費生活講座 申込書＞（FAX用）
相楽広域行政組合（相楽消費生活センター）宛 FAX 0774・72・0470

（フリガナ） 住所または
勤務地の市町村 TEL

（日中に連絡がとれる番号）

氏　　名 FAX

参加予定日
（○で囲んでください。） 第１回（10月18日）（昼食代 1,000円負担あり）　　　　第2回（10月31日）

令和6年度消費生活講座開催 持続可能な社会の実現！私にもできるSDGs9月10日（火）から
申込み受付開始です注意

5 2024.9︱vOL.222広報  れんいけ
れ いんけ
れ いけん
れんけい

れ いけん

安心・安全 Safe and Secure



和束町史編さんだより

月ヶ瀬浄水場の社会科見学

　６月27日（木）、笠置小学校と南山城小学校の４年生が
合同で月ヶ瀬浄水場の見学にいきました。普段生活で使っ
ている水について、自分たちの元へどのような場所から届
くのかを知る、良い機会になりました。

夏の交通事故防止府民運動における啓発活動（笠置町）

　７月23日（火）、国道163号沿いと笠置キャンプ場にて、夏の交通事故防止府民運動に伴う街頭啓発をおこない
ました。当日は、笠置町交通安全対策協議会委員とともに、運転手へハンドプレートでの注意喚起やキャンプ場
利用客を対象に啓発物品を配布するなど効果的な取組をおこなうことができました。

教
育

Ed u catio n
 第27回 和束の石灰

　和束ではかつて石灰も採られていたことが古文書から分かります。今のところ見つかっている石灰採取
に関する古文書は全て合わせて９点で、いずれも江戸時代のものです。
　そのうち７点は原山村のもので、石部谷という場所で石灰を採っており、石灰を採っている人物の中に
は信楽の人物もいます。残る２点は湯船村のもので、石灰焼運上を納めていたことが確認できます。これ
は石灰を生産することに対する税を納めていたという
ことです。９点の古文書は19世紀前半に時期が集中
しており、その時期には石灰が盛んに採られていたの
かもしれません。明治時代以降の史料には石灰に関す
るものがほとんど存在しないことから、石灰は和束で
はそこまで大きな産業にならなかったのではないでし
ょうか。
　石灰が採れた場所の手がかりになるのは、昭和８年

（1933）に当時の学校の先生たちが作成した和束郷鉱
物誌です。この資料によれば、石灰が採れる場所は鷲
峰山麓と湯船村殻池峠西方です。原山村の石部谷は鷲
峰山麓にあると思われます。殻池峠は湯船から宇治田
原に抜ける峠です。鷲峰山の周辺から石灰が採れたこ
とがわかります。
問相楽東部広域連合教育委員会生涯学習課　和束町史編さん室
　　☎ 0774・74・8952　　HP https://www.union.sourakutoubu.lg.jp（和束町史編さん室）

文化11年（1814）甲賀郡の人物が原山村石部谷で石灰
焼をすることを認められている（個人蔵）

国道163号での注意喚起 笠置キャンプ場での啓発活動
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行政
役場からの手続きや
行事などのお知らせ

「行政相談月間」相談所開設 ～困ったら 一人で悩まず 行政相談～

　９月１日（日）～10月31日（木）の２か月間を行政相談月間と定めて、行政相談に関する各種行事や広報活動
をおこなっています。
　国の役所や独立行政法人などの仕事やサービスについて、お困りのこと、お尋ねになりたいことはありませ
んか。
　総務省の行政相談は、こうした困りごとや国への要望をお聞きしてその解決の促進を図り、行政運営の改善
につなげていきます。相談は無料で秘密は厳守いたします。お気軽にご相談ください。

問総務省　京都行政監視行政相談センター　☎075・802・1100

笠置町
日９月19日（火）
　　笠置会館　１階会議室
　10月15日（火）
　　産業振興会館　１階研修室
　※いずれも午後１時30分～４時
問笠置町総務財政課
　　☎0743・95・2301直

和束町
日９月３日（火）、10月１日（火）
　　午後１時30分～３時30分
所和束町役場　第１相談室
問和束町総務課
　　☎0774・78・3001直

南山城村
日10月21日（月）
　　午前９時30分～正午
所南山城村役場会議室
問南山城村総務財政課
　　☎0743・93・0102直
※人権・困りごと相談と同時におこないます。

南山城村地域応援商品券の利用期限が迫っています（南山城村）

　南山城村では、デフレ完全脱却のための総合経済対策の
一環として、エネルギー・食料品価格等の物価高騰の影響
を受けた生活者の家計負担の軽減と、地域内消費の下支え
によって事業者を支援することを目的として「南山城村地
域応援商品券」を配布しております。この商品券の有効期
限は、９月30日（月）となっておりますので、積極的にご利
用いただき、使い忘れのないようご注意ください。

 特殊詐欺や個人情報の詐欺にご注意ください。
不審な電話や郵便、メールが届いた場合は、役場や警察にご連絡願います。

家屋を新築・増改築された方へ

　家屋（住家、店舗、工場、倉庫その他の建物）の固定資産税は、毎年１月
１日現在に存在する家屋に課税されます。また、それらの家屋を新築また
は増改築された場合、その翌年度から固定資産税が課税になります。
　新築家屋等の把握について、巡回調査等をおこない努めておりますが、
より正確な課税をするため、家屋を新築や増改築をされた場合は、担当課
へご連絡いただきますようお願いいたします。
　また、新築家屋および増改築の調査当日は、所有者または所有者の代理
人の立会いを要しますので、ご理解ご協力をお願いいたします。
問笠 置 町 税 住 民 課 ☎0743・95・2302直
　和 束 町 税 住 民 課 ☎0774・78・3005直
　南山城村税住民福祉課 ☎0743・93・0103直

商品
券
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宝くじの助成金で整備しました（南山城村）

　月ケ瀬ニュータウン自治会では、令和６年度コミュニティ助成
事業を活用し、地域活動等で活用できる備品の整備をおこないま
した。
　今後は、伝統文化の普及と継承、明日
を担う子供たちの健全育成など、地域に
根差したコミュニティ活動の活性化が期
待されます。

第74回社会を明るくする運動（笠置町）

　「社会を明るくする運動」～犯罪や非行を防止し、立ち直りを支える地域のチカラ～は、すべての国民が、犯
罪や非行の防止と犯罪や非行をした人たちの更生について理解を深め、それぞれの立場において力を合わせ、
犯罪や非行のない安全で安心な明るい地域社会を築くための運動です。
　７月は、社会を明るくする運動の強調月間でした。
　その一環として、７月３日（水）、笠置町産業振興会館で笠置町推進委員会をおこないました。推進委員会では、
内閣総理大臣からのメッセージを保護司から推進委員長である笠置町長に伝達され、学校関係団体、町内各種
団体、警察関係機関等による活動報告を受け、情報交換をおこないました。
　また、７月11日（木）には、更生保護女性会のミニ集会をおこわれ、団体の在り方や取り組み、思いや今後の
活動について意見が交わされました。

笠置町推進委員会 更生保護女性会ミニ集会

地域活性化起業人 紹介（笠置町）

　昨年10月から半年間、笠置町総務財政課にて地域活性化起業
人（DX推進）として勤務し、地域活性化に貢献してまいりました、
濵野 明（はまの あきら）です。
　この度、８月１日より改めて地域活性化起業人（DX推進）とし
て着任いたしました。
　引き続き、LINE公式アカウントをはじめとしたDX推進を通じ、
住民のみなさんへのサービス向上や新たな価値創造に貢献してま
いります。

左：山本町長　右：濵野さん
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茶源郷まつりが開かれます（和束町）

日11月23日（土・祝）
　　午前10時30分から午後５時30分（予定）
所和束運動公園（予定）
※詳しい内容ににつきましては、決まり次第お知らせいたします。

和束町健康福祉交流センターの愛称が決まりました（和束町）

　役場庁舎の隣接地に建設中の和束町健康福祉交流センターの愛称は、木﨑敬太郎さんの応募
作品の『cha nova』（ちゃ のば）となりました。
　この作品は、「お茶の町なので“cha”と人が集う場“va”合わせてcha nova。また、novaは新
しいという意味から、和束町を象徴する新しい施設にぴったり」という思いが込められています。
　この施設が多くの人に親しまれ、愛着をもっていただける施設となるよう努めていきますの
で、よろしくお願いいたします。
問総合施設整備課　☎0774・34・0375直

前回の様子

茶源郷乗合交通Wazcar（ワヅカー）の予約時間が変更になりました（和束町）

　８月19日から以下の方法で、ワヅカーの全エリアにて電話予約のみ当日予約を開始しました。
　茶源郷乗合交通Wazcar（ワヅカー）は、湯船地域の公共交通を守るため湯船区協力のもと、特定非営利法人
Yubuneを中心として、和束町社会福祉協議会、山城ヤサカ交通（株）、和束町で４月17日に立ち上げられた団
体（茶源郷和束交通運営協議会）が運営しています。
　ワヅカーの運行を継続させるためには、みなさん一人ひとりのご利用が必要です。ぜひご利用ください。

❶予約方法について
【全エリア発着】
　受付期間　　　インターネットの場合　 乗車の１週間前から利用の前日午後５時まで 

（当日予約不可、土日祝受付休止）　
　　　　　　　　電話の場合　　　　　　 乗車の１週間前から当日乗車の３時間前まで 

（ただし、土日祝日の当日予約は不可）
※ インターネットを予約されてキャンセルされた場合は、協議会（下記の電話番号）まで電話連絡をお願

いします。

　予約受付時間　インターネット予約受付時間　平日の午前９時から午後５時
　　　　　　　　電話予約受付時間　　　　　　毎日午前９時から午後５時

❷運行日時について（変更なし）
　湯船エリア発着　　　　平日　　　　　午前６時～午後８時
　　　　　　　　　　　　土・日・祝日　午前９時～午後５時
　西・中・東エリア発着   平日　　　　　午前９時～午後５時
　　　　　　　　　　　　土・日・祝日の運行はありません
問茶源郷和束交通運営協議会　和束町湯船会館内
　　☎0774・78・2020　インターネット予約コード

インターネット
予約コード
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保健・福祉保健・福祉

10月の診療科目は次のとおりです。
（急に変更になる場合があります。）

月　　日 診療科目
10月 6日（日） 内科
  　13日（日） 内科・小児科
  　14日（月・祝） 内科
  　20日（日） 内科・小児科
  　27日（日） 内科・小児科
※ ９月分については広報れんけい８月号を

ご覧ください。

相楽休日応急診療所の診療体制

受付時間 午前８時30分～午後０時30分
診療時間 午前９時～
症状によって診察できない場合は京都山城総
合医療センターを紹介する場合があります。
問相楽休日応急診療所（相楽会館内）
　　☎0774・73・9988 直

当日電話予約制です

相
楽
医
師
会

相
楽
医
師
会

健
康
ア
ド
バ
イ
ス

健
康
ア
ド
バ
イ
ス
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お
困
り
の
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

村
西
循
環
器
ク
リ
ニ
ッ
ク

村
西
菜
苗

下
肢
静
脈
瘤
の
話

そ
の
110

子宮頸がん個別検診のお知らせ（南山城村）
　８月の集団検診を受診できなかった方を対象に、10月１日（火）から令和７年１月31日（金）までの期間、下記
の医療機関において個別検診をおこないます。お申込みは保健福祉センター（☎0743・93・0294）にて受け
付けておりますので、個別検診の受診をご希望の方は９月30日（月）までに保健福祉センターまでご連絡くださ
い。なお、検診費用として 1,000円を徴収させていただきます。
◆医療機関案内◆
山城南保健所管内

医療機関名 所　在　地
京都山城総合医療センター 木津川市木津駅前１丁目27番地
いわたレディースクリニック 木津川市相楽台１-１-１イオン高の原ショッピングセンター３F
華クリニック 木津川市兜台4丁目３-９
下里医院 精華町山田下川原22-２
伊賀市内
森川病院 伊賀市上野忍町2516-7

（中産婦人科）緑ヶ丘クリニック 伊賀市緑ヶ丘本町761
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米寿のお祝い（３町村）
　相楽東部３町村では今年も多くの方が米寿をお迎えになりました。これからもますますお元気でお過ごしいた
だくことを祈念いたします。

笠置町
山　　本　　靜　　江
岡　　﨑　　ミ チ 子
藤　　田　　信　　行
中　　尾　　和　　代
石　　川　　惣 代 治
中　　 　　　　　巖
和　　田　　裕　　之
中　　田　　良　　造
森　　本　　節　　子
谷　　村　　み ち 子
中　　　　　定　　己
友　　田　　　　　功
和　　田　　　　　博
田　　中　　米　　子
中　　尾　　マ サ 子

和束町
桂　　　　　宗　　弘
尾　　﨑　　タ ミ 子
堀　　　　　　　　宏
大　　西　　二 三 子
小　　西　　米　　子
川　　野　　和　　已
杉　　本　　八 重 子
杉　　本　　正　　光
西　　田　　智 栄 子
射　　場　　重　　美
中　　辻　　た け 子
岡　　田　　芳　　子
中　　井　　哲　　三
髙　　村　　孝　　哉
杉　　本　　憲　　俊
姫　　野　　 　　子
田　　中　　純　　一
西　　山　　安　　一
北　　　　　伊 三 男
久　　保　　吉　　彦
伊　　吹　　富　　代
荒　　木　　み つ へ
松　　井　　ト ミ ヱ
木　　﨑　　良　　一
畑　　　　　喜 美 子
林　　　　　　　　敏
山　　本　　つ 子
杉　　本　　萬　　治
吉　　田　　清　　史
宗　　　　　英英英英英　　子
岡　　田　　朝　　子

南山城村
西　　上　　榮　　一
山　　仲　　ハ マ 子
持　　田　　演　　一
森　　西　　昭　　代
久　　保　　淳　　子
長 谷 川　　秀　　俊
谷　　東　　邦　　夫
廣　　岡　　幸　　代
松　　田　　眞　　代
中　　岡　　貞　　敏
中　　嶋　　艶　　子
川　　下　　文　　代
池　　田　　晏　　子
井　　村　　カ メ 子
山　　本　　克　　子
森　　下　　し の ぶ
竹　　内　　三　　郎
甲　　田　　し ず よ
髙　　瀬　　ス　　ヅ
藤　　田　　民　　子
小　　山　　小 夜 子
廣　　谷　　和　　子
笹　　山　　修　　市
田　　中　　耕　　一
久　　保　　　　　進
新　　谷　　登 志 子
大　　谷　　ヤ ス 子
今　　里　　絹　　子
瓜　　生　　良　　子
杉　　村　　春　　忠
渡　　邉　　成　　子
野　　村　　信　　光
（敬称略）
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大
人
も
Wa
ku
Wor
k
体
験
事
業

 『
マ
ジ
ッ
ク
体
験
教
室
』

日
10
月
17
日（
木
）

　
　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

所�

や
ま
な
み
ホ
ー
ル�

研
修
室

講�

岩
崎　
聡と

し
宗む

ね
さ
ん

（
和
束
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

対�

３
町
村
在
住
・
在
勤
の
18
歳
以
上
の

人（
高
校
生
除
く
）

定�

先
着
10
名

持�

ボ
ー
ル
ペ
ン
・

ハ
サ
ミ
・

お
札（
紙
幣
）

期�

9
月
24
日（
火
）～
10
月
4
日（
金
）

　
※�

送
迎
を
希
望
の
人
は
、申
し
込
み

時
に
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

費
無
料

申�

・
問�

　
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
☎
0
7
7
4
・
78
・
4
3
3
5

�『
健
康
体
操
教
室
』

日
9
月
12
日（
木
）

　
　
午
後
1
時
30
分
～
3
時

所
つ
む
ぎ
て
ら
す
ホ
ー
ル

講
鷹
野　
明
子
さ
ん

問�

教
育
委
員
会
笠
置
町
分
室

　
　
☎
0
7
4
3
・
95
・
2
7
2
6

大
人
も
Wa
ku
Wor
k
体
験
事
業

 『
手
話
体
験
教
室
』

日
9
月
30
日（
月
）

　
　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

所�

和
束
町
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー�

会
議
室

講�

相
楽
郡
ろ
う
あ
協
会

対�

３
町
村
在
住
・
在
勤
の
18
歳
以
上
の

人（
高
校
生
除
く
）

定�

先
着
10
名

期�

9
月
9
日（
月
）～
20
日（
金
）

　
※�

送
迎
を
希
望
の
人
は
、申
し
込
み

時
に
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

費
無
料

申�

・
問�

　
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
☎
0
7
7
4
・
78
・
4
3
3
5

 『
親
と
子
の
茶
道
教
室（
和
束
町
）』

日
9
月
21
日（
土
）

　
　

�

午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分

所�

和
束
町
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー
和
室

講
中
井　
薫
さ
ん

対�

和
束
町
在
住
の
小
中
学
生
と
そ
の
保

護
者
。
子
ど
も
だ
け
、
大
人
だ
け
の

受
講
も
可
。

期�

受
講
申
し
込
み
は
5
日
前
ま
で
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

費�

水
屋
費（
抹
茶
・
菓
子
代
等
）5
0
0
円

問
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
☎
0
7
7
4
・
78
・
4
3
3
5

講
座

�『
大
人
の
英
会
話
教
室
』

●
和
束
町
教
室

日
9
月
9
日（
月
）・
30
日（
月
）

　
　
午
後
7
時
30
分
～
8
時
40
分

所
和
束
町
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー
会
議
室

講�

セ
バ
ス
チ
ャ
ン
・
コ
ド
ソ
先
生

対�

和
束
町
在
住
の
高
校
生
以
上
の
人

問�

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
☎
0
7
7
4
・
78
・
4
3
3
5

● 

笠
置
町
・

南
山
城
村
教
室

日
9
月
11
日（
水
）・
25
日（
水
）

　
　
午
後
7
時
30
分
～
8
時
30
分

所�

や
ま
な
み
ホ
ー
ル

講�

ア
イ
バ
ン・
カ
ー
バ
ハ
ル
先
生

対��

笠
置
町・
南
山
城
村
在
住
の
高
校
生

以
上
の
人

問
教
育
委
員
会
笠
置
町
分
室

　
　
☎
0
7
4
3
・
95
・
2
7
2
6

　
教
育
委
員
会
南
山
城
村
分
室

　
�　

☎
0
7
4
3
・
93
・
0
5
8
0

 「
村
人
健
康
ひ
ろ
ば
」を

お
こ
な
い
ま
す（
南
山
城
村
）

日
9
月
8
日（
日
）

　
　
午
後
1
時
～
4
時
30
分

所��

や
ま
な
み
ホ
ー
ル

内��

①�

フ
レ
イ
ル
予
防
講
座

（
栄
養
士
の
お
話
）

　
　
午
後
1
時
30
分
～
2
時
30
分

　
②�

フ
レ
イ
ル
予
防
講
座（
歯
科
衛
生

士
の
お
話
）

　
　
午
後
3
時
～
4
時

　
③�

体
験
コ
ー
ナ
ー
（
骨
密
度
・
血
管

年
齢
・
身
体
測
定
、
認
知
機
能
テ

ス
ト
、ロ
コ
モ
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
）

対��

南
山
城
村
に
在
住
の
人

問�

南
山
城
村
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
☎
0
7
4
3
・
93
・
0
2
9
4

地
域
公
開
講
座

（
京
都
府
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
促
進
事
業
）

「
女
性
の
船
」

日
9
月
28
日（
土
）

　
　
午
後
1
時
～
3
時

所�

ア
ス
ピ
ア
や
ま
し
ろ

（
研
修
室
・
視
聴
覚
室
）

内�

講
演「
地
震
対
策
に
つ
い
て
」～
被
災

地
を
見
た
景
色
～

講�

消
防
士　
中
野　
渓
介
氏

対�

会
員
、
相
楽
郡
・
木
津
川
市
に
お
住

催
し
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い
ま
た
は
お
勤
め
の
方

定�
約
50
人

期�
９
月
15
日（
日
）

問�

京
都
府
女
性
の
船「
ス
テ
ッ
プ
あ
け

ぼ
の
」　
廣
尾

　
　
☎
０
９
０・５
４
６
８・０
７
８
８

山
本
浩
之
さ
ん
講
演
会

「
輝
い
て
生
き
る
」

日
10
月
13
日（
日
）

　
　
午
前
10
時
30
分
～
正
午

所��

リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
京
都

定��

1
5
0
人（
定
員
を
超
え
る
申
込
の

場
合
は
抽
選
）

費��

無
料

申��

9
月
16
日（
月
）午
後
5
時
ま
で
に
、

厚
生
会
の
Ｈ
Ｐ（
二
次
元
コ
ー
ド
）か

ら
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

問�（
一
財
）京
都
府
市
町
村
職
員
厚
生
会

　
　
☎
0
7
5
・
4
1
1
・
0
0
8
1

南
山
城
支
援
学
校 

学
校
祭

日
9
月
30
日（
月
）

　
　
午
前
10
時
15
分
～
午
後
2
時
30
分

　
10
月
1
日（
火
）

　
　
午
前
9
時
50
分
～
午
後
2
時
30
分

所��

京
都
府
立
南
山
城
支
援
学
校
（
精
華

町
大
字
山
田
小
字
医
王
寺
１
）

講演会申込

対��

本
校
校
区
（
精
華
町
、
木
津
川
市
、

和
束
町
、
笠
置
町
、
南
山
城
村
）
に

お
住
ま
い
の
人

内��

今
年
度
も
学
校
祭
を
お
こ
な
い
ま
す
。

児
童
生
徒
が
日
々
の
学
習
の
成
果
を

ス
テ
ー
ジ
や
ブ
ー
ス
で
披
露
し
た

り
、
地
域
の
方
々
の
ご
協
力
の
も
と
、

「
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
」や「
ひ
ょ
う
た

ん
楽
器
演
奏
会
」、「
フ
ル
ー
ト
三
重

奏
」も
お
こ
な
っ
た
り
す
る
予
定
で

す
。ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
※�

詳
し
く
は
②
チ
ラ
シ
二
次
元
コ
ー

ド
を
読
み
取
り
、
チ
ラ
シ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

他��
ご
応
募
い
た
だ
い
た
人
数
が
多
数
の

場
合
は
、
参
加
を
お
断
り
す
る
可
能

性
も
ご
ざ
い
ま
す
。
予
め
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

申�

参
加
登
録
二
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
取

り
、必
要
事
項
を
入
力
し
て
く
だ
さ
い
。

問�

京
都
府
立
南
山
城
支
援
学
校

　
　
☎
0
7
7
4
・
72
・
7
2
5
5

京
都
府
要
約
筆
記
者
養
成
講
座（
前
期
）

　
市
町
村
の
要
約
筆
記
者
派
遣
事
業
の ②チラシ

①参加登録

募
集

担
い
手
に
も
な
る
要
約
筆
記
者
の
養
成

を
お
こ
な
い
ま
す
。

�

要
約
筆
記
と
は
、
聴
覚
障
害
の
あ
る

方
（
と
り
わ
け
中
途
失
聴
者
や
難
聴

者
）
の
た
め
に
、
話
の
内
容
を
そ
の
場

で
文
字
に
し
て
伝
え
る
こ
と
で
す
。
会

議
や
講
演
等
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

支
援
の
活
動
を
お
こ
な
う
こ
と
を
希
望

す
る
受
講
者
を
募
集
し
ま
す
。�

日�

共
通
講
座

　
　
10
月
20
日（
日
）、

　
　
11
月
2
日（
土
）、
17
日（
日
）

　
手
書
き
コ
ー
ス

　
　
令
和
７
年
1
月
18
日（
土
）、

　
　
2
月
1
日（
土
）�

、22
日（
土
）

　
パ
ソ
コ
ン
コ
ー
ス

　
　
令
和
7
年
1
月
11
日（
土
）、
26
日（
日
）、

　
　
2
月
23
日（
日
）

　
※�

午
前
10
時
30
分
～
午
後
4
時
30
分

　
※�

右
記
以
外
に
W
E
B
配
信
に
よ
る

自
宅
学
習
あ
り

時�

午
前
10
時
30
分
～
午
後
4
時
30
分

所�

共
通
講
座
・
手
書
き
コ
ー
ス

　
　

�

京
都
府
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー

（
城
陽
市
寺
田
林
ノ
口
11
番
64
）

　
パ
ソ
コ
ン
コ
ー
ス

　
　

�
京
都
市
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー

（�
京
都
市
中
京
区
西
ノ
京
東
中
合

町
２
）

対��

前
期
課
程
修
了
後
、
後
期
課
程
を
受

講
し
、
認
定
試
験
を
受
験
し
て
京
都

府
要
約
筆
記
者
と
し
て
登
録
活
動

が
可
能
な
人
。な
お
、
パ
ソ
コ
ン
コ

ー
ス
希
望
者
は
、
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン

（
W
i
n
d
o
w
s
10
以
上
）を
持
参
で

き
、
入
力
速
度�

70
字
／
分
以
上
※
で
、

パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
が
可
能
な
人
。

　
※�

ほ
ぼ
手
元
を
見
な
い
タ
ッ
チ
タ
イ

ピ
ン
グ
で
漢
字
変
換
後
の
文
字
数

費�

無
料

　
※�

た
だ
し
テ
キ
ス
ト
代
4
0
0
0
円

な
ら
び
に
教
材
等
一
部
自
己
負
担

あ
り

期�

9
月
9
日（
月
）～
30
日（
月
）

　
　
午
後
5
時
ま
で

申�

京
都
聴
覚
言
語
障
害
者
福
祉
協
会
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ「
ハ
ケ
ン
と
マ
ナ
ビ
」→

「
マ
ナ
ビ
」に
記
載
。

　
※�

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
閲
覧
で
き
な
い

場
合
は
、
電
話
に
て
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。

問�

社
会
福
祉
法
人�

京
都
聴
覚
言
語
障

害
者
福
祉
協
会�

京
都
府
要
約
筆
記

者
養
成
講
座�

事
務
局�

　
　
　
☎
0
7
7
4
・
30
・
9
0
0
0

　
　
　
FAX
0
7
7
4
・
55
・
7
7
0
8

主
催�

京
都
府

主
管�

社
会
福
祉
法
人�

京
都
聴
覚
言
語

障
害
者
福
祉
協
会

主
管�

京
都
府
中
途
失
聴
・
難
聴
者
協
会

京
都
府
要
約
筆
記
サ
ー
ク
ル
連
絡

会
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行
政
相
談（
笠
置
町
）

日
9
月
17
日（
火
）

　
　

�

笠
置
会
館　
１
階
会
議
室

　
10
月
15
日（
火
）

　
　
産
業
振
興
会
館　
1
階
研
修
室

　
※
い
ず
れ
も
午
後
1
時
30
分
～
4
時

問�

笠
置
町
人
権
啓
発
課（
人
権
）�

　
　
☎
0
7
4
3
・
95
・
2
1
4
0
直

　
笠
置
町
総
務
財
政
課（
行
政
）

　
　
☎
0
7
4
3
・
95
・
2
3
0
1
直

行
政
相
談（
和
束
町
）

日
9
月
3
日（
火
）・
10
月
1
日（
火
）

　
　
午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分

所
和
束
町
役
場　
第
1
相
談
室

問�

和
束
町
総
務
課

　
　
☎
0
7
7
4
・
78
・
3
0
0
1
直

人
権
相
談（
和
束
町
）

日
9
月
27
日（
金
）

　
　
午
後
1
時
30
分
～
4
時

所�

和
束
町
人
権
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

問�

和
束
町
人
権
啓
発
課

　
（
人
権
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
☎
0
7
7
4
・
78
・
3
4
8
8

人
権
・
困
り
ご
と
相
談（
南
山
城
村
）

日
9
月
20
日（
金
）

　
　
午
前
９
時
30
分
～
正
午

相
談

所�

役
場
会
議
室

問�

南
山
城
村
総
務
財
政
課

　
　
☎
０
７
４
３
・
93
・
０
１
０
２
直

無
料
法
律
相
談（
南
山
城
村
）

日
9
月
20
日（
金
）

　
　

�

午
後
1
時
30
分
～
5
時

　
　
（
相
談
時
間
は
30
分
）

所�

役
場
会
議
室

問�

・
予�

　
南
山
城
村
総
務
財
政
課

　
　
☎
０
７
４
３
・
93
・
０
１
０
２
直

※�

無
料
法
律
相
談
は
事
前
予
約
が
必
要

で
す
。
事
前
予
約
は
9
月
19
日（
木
）

午
後
5
時
ま
で
受
付
け
て
い
ま
す
。

健
康
相
談（
笠
置
町
）

時�

午
後
1
時
30
分
～
3
時

問�

笠
置
町
保
健
福
祉
課

　
　
☎
0
7
4
3
・
95
・
2
3
0
3
直

健
康
相
談（
南
山
城
村
）

時�

午
後
1
時
30
分
～
3
時

実
施
日

場
　
所

9
月
17
日（
火
）
飛
鳥
路
集
会
所

9
月
18
日（
水
）
東
部
区
集
会
所

9
月
20
日（
金
）
笠
置
会
館

実
施
日

場
　
所

9
月
18
日（
水
）
本
郷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

9
月
20
日（
金
）
童
仙
房
公
民
館

9
月
27
日（
金
）
高
尾
公
民
館

問�

南
山
城
村
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
☎
0
7
4
3
・
93
・
0
2
9
4

き
こ
え
の
相
談
会

　
「
最
近
、
電
話
で
相
手
の
声
が
聞
き

取
り
に
く
い
」「
騒
が
し
い
場
所
で
の

会
話
が
聞
き
取
り
に
く
く
な
っ
た
。」

「
補
聴
器
を
使
っ
て
み
た
い
が
…
」な

ど
耳
の
こ
と
で
悩
ん
で
お
ら
れ
ま
せ
ん

か
。
年
齢
と
と
も
に
、
誰
で
も
耳
が
遠

く
な
っ
て
く
る
も
の
で
す
。
自
分
の
聴

力
が
ど
の
く
ら
い
な
の
か
一
度
、
聴
力

測
定
を
受
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

定
期
相
談
会

日
9
月
20
日（
金
）

　
　
①
午
前
10
時
～　
②
午
前
11
時
～

　
　
③
午
後
１
時
～　
④
午
後
２
時
～

所�

相
楽
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー
（
相

楽
会
館
内
）　

巡
回
相
談
会

日
9
月
13
日（
金
）

　
　
①
午
前
10
時
30
分
～

　
　
②
午
前
11
時
30
分
～

　
　
③
午
後
１
時
30
分
～

　
　
④
午
後
２
時
30
分
～　

所�
和
束
町
役
場　
1
階　
相
談
室

内�
聴
こ
え
に
関
す
る
相
談
、
聴
力
測
定

（�

聴
力
測
定
を
ご
希
望
の
方
は
1
時

間
程
度
）

対��

木
津
川
市
・
相
楽
郡
内
に
お
住
ま
い

で
聴
こ
え
に
不
自
由
を
感
じ
て
お
ら

れ
る
人
と
そ
の
家
族

費�

無
料

申�

お
電
話
ま
た
は
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
１
週
間

前
ま
で
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

　
　

�

ご
予
約
の
際
、
お
名
前
・
年
齢
・

住
所
・
電
話（
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
）・
相

談
内
容
・
ご
希
望
の
時
間
帯
を
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
申
込
み
が
多

い
場
合
は
、
変
更
を
お
願
い
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

問�

相
楽
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー　

　
　
☎
0
7
7
4
・
75
・
2
0
3
0

　
　
FAX
0
7
7
4
・
72
・
6
8
6
2

※�

相
談
会
以
外
の
日
に
も
、
ご
相
談
を

お
受
け
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

令
和
６
年
度

膠
原
病
専
門
医
相
談
に
つ
い
て

　
膠
原
病
に
係
る
病
気
や
療
養
生
活
上

で
の
不
安
等
に
つ
い
て
、専
門
医
に
よ
る

個
別
相
談
を
お
こ
な
い
、難
病
患
者
お

よ
び
家
族
の
不
安
を
軽
減
す
る
と
共
に

適
切
な
療
養
生
活
の
促
進
を
図
り
ま
す
。

日
10
月
16
日（
水
）

　
　
午
後
1
時
～
4
時

　
　
（
個
別
相
談
・
時
間
予
約
制
）

所�

京
都
府
山
城
南
保
健
所

対�

膠
原
病
患
者（
疑
い
の
あ
る
者
を
含

む
）と
そ
の
家
族
等

���【
対
象
疾
患
】
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�

全
身
性
エ
リ
テ
マ
ト
ー
デ
ス
、
強
皮

症
、
皮
膚
筋
炎
・
多
発
性
筋
炎
、
ベ

ー
チ
ェ
ッ
ト
病
、
高
安
動
脈
炎
、
悪

性
関
節
リ
ウ
マ
チ
、
結
節
性
多
発
動

脈
炎
、
混
合
性
結
合
組
織
病
、
多
発

血
管
炎
肉
芽
腫
症
、
バ
ー
ジ
ャ
ー
病
、

l
g
G
4
関
連
疾
患
、
強
直
性
脊
椎

炎
、
巨
細
胞
性
動
脈
炎
、
原
発
性
抗

リ
ン
脂
質
抗
体
症
候
群
、
顕
微
鏡
的

多
発
血
管
炎
、
好
酸
球
性
多
発
血
管

炎
性
肉
芽
腫
症
、
再
発
性
多
発
軟
骨

炎
、
シ
ェ
ー
グ
レ
ン
症
候
群
、
若
年

性
特
発
性
関
節
炎
、
成
人
ス
チ
ル
病

内�

専
門
医
に
よ
る
病
気
や
療
養
生
活
等

に
つ
い
て
の
個
別
相
談

担
当
医
師�

　

�

独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構�

宇

多
野
病
院　
リ
ウ
マ
チ
・
膠
原
病
内

科
統
括
診
療
部
長�

柳
田�

英
寿�

医
師

期�

9
月
2
日（
月
）～
10
月
4
日（
金
）

費�

無
料

定�

7
人

申�

京
都
府
山
城
南
保
健
所
保
健
課（
要
予
約
）

　
　
☎
0
7
7
4
・
72
・
0
9
8
1

　　

親
子
で
集
ま
り
、子
育
て
の
情
報
交
換
や

お
し
ゃ
べ
り
を
し
た
り
、集
団
の
中
で
思
い
切

り
遊
べ
る
場
で
す
。保
育
園
に
入
園
し
て
い
な

い
子
ど
も
を
対
象
に
、子
育
て
の
仲
間
の
輪
を

子
育
て
支
援
の
お
し
ら
せ

ひ
ろ
げ
、一緒
に
子
育
て
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

対�

就
園
前
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者
（
3
町
村

い
ず
れ
に
お
住
ま
い
の
方
も
参
加
可
能
）

す
く
す
く
広
場

曜�

毎
週　
水
曜
日

　
　
午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

　
※
日
に
よ
っ
て
内
容
は
異
な
り
ま
す
。

所�

和
束
町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
（
和

束
保
育
園
内
）

　

�

ど
な
た
で
も
ご
利
用
で
き
ま
す
。
利

用
に
つ
い
て
は
、
同
セ
ン
タ
ー
ま
で

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問�
和
束
町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
☎
0
7
7
4
・
78
・
2
1
5
6

ひ
よ
こ
広
場

対�

就
園
前
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者

曜�

毎
週　
月
・
水
曜
日

　
　
午
前
９
時
～
正
午

所�

南
山
城
村
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
（
機
能
訓
練
室
内
）

問�

南
山
城
村
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
☎
0
7
4
3
・
93
・
0
2
9
4

ほ
っ
と
サ
ロ
ン

対��

0
歳
～
小
学
6
年
生
の
保
護
者

　
（�

就
学
前
の
お
子
さ
ん
同
伴
可
）

日�

・
所��

※�

9
月
は

次
の
通
り
で
す
。

　
3
日（
火
）　
午
前
10
時
～
正
午

�　
　
つ
む
ぎ
て
ら
す

　
10
日（
火
）　
午
前
10
時
～
正
午

�　
　
つ
む
ぎ
て
ら
す

　
24
日（
火
）　
午
前
10
時
～
正
午

�　
　
笠
置
保
育
所

　
予
約
不
要
。
子
育
て
真
っ
最
中
の
方
。

ち
ょ
っ
と
一
息
つ
き
ま
せ
ん
か
。

問�

笠
置
地
域
学
校
協
働
本
部

　
（
家
庭
教
育
支
援
チ
ー
ム
）

　

�（
相
楽
東
部
広
域
連
合
教
育
委
員
会　

笠
置
町
分
室
内
）

　
　
☎
0
7
4
3
・
95
・
2
7
2
6

伊
賀・山
城
南・東
大
和
定
住
自
立
圏
事
業

救
急・健
康
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
24

�

0
1
2
0
・
4
1
9
9
・
２
２

　
心
と
体
の
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
24
時

間
体
制
で
お
応
え
し
ま
す
。
通
話
・
相

談
は
無
料
で
す
。

◇�

ご
相
談
内
容
に
応
じ
て
ア
ド
バ
イ
ス

い
た
し
ま
す
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、

お
名
前
と
年
齢
を
告
げ
て
く
だ
さ
い
。

◇�
ど
こ
か
ら
で
も
笠
置
町
・
南
山
城
村

に
お
住
ま
い
の
み
な
さ
ん
が
無
料
で

相
談
で
き
ま
す
。

◇�

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
守
ら
れ
ま
す
の
で
、

安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

そ
の
他

８月号掲載について【お詫びと訂正】
　れんけい8月号 15ページ掲載の第31回相楽合唱祭
について、
問合せ先が「0774・75・2056」となっておりましたが、
正しくは「0774・76・2056」でした。
　関係の方にはご迷惑をおかけしましたこと、また、
住民のみなさんには混乱を招きましたこと、誠に申し
訳ありませんでした。
　お詫びして訂正いたします。
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相 談
地震に備え、住宅の耐震診断・耐震改修をおこないましょう

診断・改修に補助をおこなっています
　地震の際、建物倒壊などの大きな被害は、昭和56年（1981年）以前に建築された木造住宅に多く生じています。
阪神淡路大震災での死者の９割は、建物倒壊が原因となっています。
　京都府の各自治体では昭和56年５月以前に建築された木造住宅にお住まいの方に対し、住宅の耐震性を診断す
る診断士の派遣と、耐震性が低い住宅に対する耐震改修の補助をおこなっています。ご自宅の耐震性に不安があ
る方など、ぜひ一度ご相談ください。
（１）木造住宅耐震診断士派遣事業
　　対昭和56年５月31日以前に着工され、完成している木造住宅　自己負担額3,000円
（２）木造住宅耐震改修等事業
　　対（１）木造住宅耐震診断の結果、評点が1.0未満と診断された木造住宅の耐震性を向上する改修工事
　　 補助割合 �改修内容により補助割合・上限金額が異なります。詳しくは各町村担当窓口へお問合せください。
〇それぞれの事業に定員がありますので、予定されている方は早めにご相談ください。
〇その他、詳しい要件については、各役場にお問合せください。
問笠置町建設産業課　☎0743・95・2326直

　和 束 町 総 務 課　☎0774・78・3001直

　南山城村建設環境課　☎0743・93・0106直

催 し
水と歴史でつながる伊賀城和（伊賀・山城南・東大和）定住自立圏
　笠置町と南山城村は、三重県伊賀市と奈良県山添村とともに、伊賀市を中心市とし
た「伊賀・山城南・東大和定住自立圏」を形成し、医療・防災・観光など、さまざま
な分野で連携をとり、魅力ある圏域づくりをめざしています。

伊賀市   徳川家康ゆかりの地を巡る 
歴史街道ウォーク

　JR関西本線沿線の魅力を知っていただくウォ
ークイベントです。JR関西本線の活性化のため鉄
道を利用し、ぜひご参加ください。（お土産付き）
日10月27日（日）
　　午前９時～正午頃（受付：午前８時30分～）
所JR柘植駅前　 コース 約６㎞
定�先着80人（小学生以下は保護者同伴）
申電話・申込フォーム　費無料
期９月９日（月）午前９時
　～10月15日（火）午後５時
申込先 ・問伊賀市商工会　☎0595・45・2210
　　　　　（平日�午前９時～午後５時）

ＦＩＮＡＬ

山添村   第31回やまぞえ布目ダムマラソン大会
　今まで数多くの方々にご参加、ご支援いただきまし
た本大会ですが、今年度を持ちまして終了することに
なりました。
　最後の大会へのご参加を心よりお待ちしております。
豊かな緑に囲まれた蒼い布目湖へ、ぜひ走りに来てく
ださい。
日12月１日（日）
所布目湖周辺（山添村桐山）
種目３㎞・10㎞・15㎞駅伝・ハーフマラソン
費要参加料
問やまぞえ布目ダムマラソン大会実行委員会事務局
　　（山添村教育委員会事務局内）
　　☎0743・85・0049　FAX0743・85・0219

第３１回やまぞえ
布目ダムマラソン大会

HP申込みフォーム

162024.9︱vOL.222 広報  れんいけ
れ いんけ
れ いけん
れんけい

れ いけん

Information おしらせ 

日…日時　�　�曜…曜日　　��所…場所　　��講…講師��対…参加対象��定…定員　��費…費用��持…持ち物
期…申込期間��申…申込方法��募…募集人員��内…内容��他…その他��　問…問合せ��予…予約��直…直通



募 集
令和６年度自衛官募集

１�採用種目および試験期日等
種　目 受付期間 試験期日 資　格
自衛官
候補生

男子 年間を通じておこ
なっております。 受付時にお知らせします。※ 18歳以上33歳未満の者（32歳の者は、採用予定

月の末日現在、33歳に達していない者）女子

防衛
大学校
学生

推薦 ９月５日（木）
� ～９月９日（月）

９月21日（土）・22日（日・祝）
18歳以上21歳未満の者高卒者（見込含）または高
専３年次修了（見込含）で成績優秀かつ生徒会活
動等に顕著な実績を修め、学校長が推薦できる者

総合
選抜

1次 �� 9月20日（土）
2次 �10月26日（土）・27日（日） 18歳以上21歳未満の者（自衛官は23歳未満）高

卒者（見込含）または高専３年次修了者（見込含）一般 ７月１日（月）
�～10月17日（木）

1次 �11月２日（土）
2次 �11月30日（土）～12月４日（水）

防衛医科大学校
医学科学生

７月１日（月）　　　
�～ 10月９日（水）

1次 �10月19日（土）
2次 �12月11日（水）～ 13日（金） 18歳以上21歳未満の者高卒者（見込含）または

高専３年次修了者（見込含）防衛医科大学校
看護学科学生

（自衛官候補看護学生）
７月１日（月）　　　
�～ 10月２日（水）

1次 �10月12日（土）
2次 �11月23日（土・祝）・24日（日）

幹
部
候
補
生

一　般
（大卒程度）８月26日（月）　　　

�～９月26日（木）
1次 �10月５日（土）
2次 �11月８日（金）～ 11日（月）

22歳以上26歳未満の者
（20歳以上22歳未満の者は大卒（見込含）、修士
課程修了者等（見込含）は28歳未満）

一　般
（院卒者）

20歳以上28歳未満の者
修士課程修了者等（見込含）

※�令和７年３月高等学校卒業予定者または中等教育学校卒業予定者のための採用試験は、９月16日以降におこないます。�
詳しくは、下記に確認してください。
２�受付および問合せ
　⑴自衛隊京都地方協力本部　京都市中京区西ノ京笠殿町38� ☎075・803・0821
　　 �recruit1-kyoto＠pco.mod.go.jp
　⑵宇治地域事務所　宇治市広野町西裏71―５�S.C�OKUBO202号室� ☎0774・44・7139
　　 �kyoto.pco.uji＠rct.gsdf.mod.go.jp
　⑶笠置町総務財政課　☎0743・95・2301直
　　和 束 町 総 務 課　☎0774・78・3001直
　　南山城村総務財政課　☎0743・93・0102直
　⑷その他　�自衛隊各駐屯地・各基地等においても案内をおこなっています。 詳細はwebへ

相楽東部広域連合職員採用試験
職種・募集人数および受験資格
職　種 募集人数 受　験　資　格
一般
事務職 若干名 平成元年４月２日から平成19年４月１日までに生まれた方で、学校教育法による高等学校以上を卒業

した方またはこれと同等の学力を有する方（令和７年３月末までに卒業見込みの方を含む）
※地方公務員法第16条（欠格条項）に該当する方は、受験できません。
試験実施日および内容

試　験 試　験　日 場　所 試　験　内　容
第１次試験 10月20日（日） 和束町体験交流センター 教養試験（学歴別の試験）、適性検査
第２次試験 第１次試験合格者に対し通知します。 記述試験、グループ面接
第３次試験 第２次試験合格者に対し通知します。 個別面接

※受験者数によっては、試験会場を追加または変更する場合があります。
受 付 期 間　９月２日（月）～ 26日（木）

※持参の場合は、平日の午前９時から正午、午後１時から午後５時までに総務課へ提出してください。
　ただし土、日および祝日は受付しません。
※郵送の場合は、９月26日（木）必着のこと。

提 出 書 類　・試験申込書　　・受験票　　・エントリーシート　・履歴書
※詳しくは、ホームページでご確認ください。なお、下線の書類はダウンロードできます。
※�郵送の場合は、封筒表面に『採用試験申込書在中』と朱書きし、返信用封筒（長３サイズの封筒に、�
返信先住所および氏名を記入し、434円分の切手（簡易書留分）を貼付）を同封してください。

採用予定日　令和７年４月１日（火）
給 与 等　�相楽東部広域連合職員に関係町村の条例を準用する条例に基づき、和束町職員の給与に関する条例の規定等

に基づき支給します。（令和６年４月１日現在の大卒初任給は、202,400円です。）
提出先および問合せ先
〒619-1205�京都府相楽郡和束町中平田23-1　相楽東部広域連合　総務課　☎0774・78・0120直

詳しくはwebへ

相楽東部広域連合

募 集
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京都やましろ体験交流協議会	 ☎ 0774・78・3396　  info@chagenkyo.com　担当：鍵岡・谷本・吉岡

農村宿泊体験（農泊）9月号
　受入家庭のみなさん、こんにちは。
　春から秋にかけてはインバウンドの受入が目立ちまし
た。特に台湾の学生さんは日本の文化（漫画やキャラク
ター）や食事に大変興味を持たれ、家庭さんとの食事作
りや会話など楽しい時間を過ごしていただけたようです。
受入いただいた家庭さん、ありがとうございました。
　そんな中、暑中見舞いの手紙が事務局に届きました。
今年初めに農泊体験をされた学校の生徒さんたちからで、
一枚一枚どれも心のこもった絵はがきばかりです。ほん
の数日の体験でしたが、将来を考えるきっかけにしてく
れていたり、頑張ったことを報告してくれたりと、ここ
での農泊体験が彼らの心の中に何らかの形で残っている
ことを強く感じさせてくれるものでした。
　10月からまた教育旅行の受入が続きます。みなさんと
の食事作りや生活体験が、生徒さん達には大きな刺激と
なります。どうぞよろしくお願いいたします。

催 し
サマーピアノライブ 2024

　７月22日（月）、JR笠置駅舎内にて、「みんな集まれ笠置駅♪サマーピアノライブ2024 〜安全・安心なまちをめ
ざして〜」をテーマとして小学生を対象にした啓発活動をおこないました。
　木津警察署、笠置駐在所の人達から水難防止や特殊詐欺、熱中症予防について説明をしていただきました。また、
横断歩道利用時の注意するポイントなどを歌や踊りで説明していただき、車の絵やブルーシートを横断歩道に見
立てた場所で小学生たちに模擬練習をおこなってもらったり、笠置小学校の先生や音楽の先生によるピアノと歌
の伴奏を披露していただいたりと楽しい時間を過ごせました。
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ベストショット
ボクたち、ワタシたちの

　７月30日（火）、障がいを正しく理解し、共に楽しく過ごす交流の場として、「れんごう夏季交流
会」が開かれ、30人以上の小･中学生が南山城村文化会館（やまなみホール）に集まりました。
　学校紹介ではダンスをしながら自分たちの学校の特徴を紹介したり、クイズをしたりなどさまざ
まな紹介がありました。
　準備運動として、全員で踊ったのちに、４つの班に分かれ班の名前を決めたり、リレーやプレイ
バルーンなど大いに楽しみ盛り上がりました。

れんごうれんごう夏季交流会夏季交流会

なかよくなろう!なかよくなろう!ともだちともだち
いっぱい!
いっぱい!

学校紹介

全員での踊り

リレーあそび

プレイバルーンあそび
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【相楽東部広域バス】好評運行中
※10月１日よりダイヤが一部変更となります。

３ 町 村 人 口
人口・世帯数（令和６年８月１日現在）

笠 置 町
☎0743・95・2301
FAX0743・95・2961

人　口�1,093人　
世帯数�� �575世帯

（減2）
（減1）
和 束 町

☎0774・78・3001
FAX0774・78・2799

人　口�3,417人　
世帯数�1,659世帯

（減6）
（減1）
南山城村

☎0743・93・0101
FAX0743・93・3030

人　口�2,413人　
世帯数�1,212世帯

（減4）
（減2）

運行日：毎日
（祝日運行・12月29日～1月3日は運休）

運　賃：最大300円
◦月ヶ瀬口駅発
８：15 ／ 10：15 ／ 13：40 ／ 15：40

◦加茂駅発
９：15 ／ 11：15 ／ 14：40 ／ 16：40

【運行状況や忘れ物に関すること】�株式会社キタモリ�☎0595・38・1524
【その他の問合せ】�南山城村総務財政課� ☎0743・93・0102

運行状況確認QRコード

図書室だより ３町村のどなたでも借りられます。
最寄の図書室でリクエストしてください。

笠置町図書室��☎0743・95・2726／和束町体験交流センター図書室��☎0774・78・4013／南山城村図書室��☎0743・93・0522

「裁判官 三淵嘉子の生涯」� 伊多波�碧�／�著

　大学法学部を卒業後、日本初の女性弁護
士となるが、�戦争ですべてを失うと、新た
な思いを胸に差別のない司法を実践すべく
裁判官になることを決意する。アメリカで
家庭裁判所を視察し帰国した後、各地の裁
判所で、社会的弱者に目を向け、勢力的に
活動したたくましくしなやかに生きた女性
法曹の先駆者の生涯を描く。

「 若杉ばあちゃんの 
今日も明日身軽な暮らし」

 若杉�友子�／�著

「俺たちの箱根駅伝 上・下」
 池井戸�潤�／�著

「娘が巣立つ朝」 伊吹有�喜�／�著

一般書

児童書

「子ども防災 Book」 主婦の生活社�／�著

「ぼく、いいたいことがあるの」
� ジャン・フランク・セネシャル�／�著

「ストーリーで楽しむ 伝記緒方貞子」
� 小手鞠�るい�／�絵

南
山
城
村

一般書

和束町体験交流センター図書室から
☆『おはなしのじかん』のご案内
日９月15日（日）　午前10時30分～　所和束町体験交流センター ホール
　おはなしサークル「まーぶる」さんによる絵本の読み聞かせをみんなで楽しみましょう。事前申し込み
は不要です。
☆休室日のお知らせ

　本の所蔵整理のため、９月25日（水）～10月４日（金）まで休室します。返却は「本のポスト」をご利用
ください。ご迷惑おかけしますが、よろしくお願いします。

「 なんのサンドイッチ?」� たなか�ひかる�／�著

　２枚重ねてあるパン。上のパン
から、白いものが２本ずついくつ
も飛び出して、カリカリコリコリ
という音がするよ。これ、なんの
サンドイッチ?�サンドイッチの中
には意外なものが挟まっていて…。
めくる度に驚きが溢れる絵本。

「町なか番外地」 小野寺�史宜�／�著

「古本食堂 新装開店」 原田�ひ香�／�著

「我は熊楠」� 岩井�圭也�／�著

一般書

児童書

「おふくさんのきもだめし」� 服部�美法�／�著

「 空からながめる世界の七ふしぎ 
タイムトラベル大冒険」� コマヤスカン�／�著

「６年２組なぞめいて」� 吉野�万理子�／�著

和
束
町

児童書

児童書

「あなたの国では」 小手鞠�るい�／�著

「いいわけはつづくよどこまでも」� 岡田�淳�／�著

「 花まる学習会「書けない」から卒業する 
作文の授業」� 坂田�翔�／�著

「ツミデミック」 一穂�ミチ�／�著

「六月のぶりぶりぎっちょう」 万城目�学�／�著

「姥玉みっつ」 西條�奈加�／�著

一般書
「明智恭介の奔走」
� 今村�昌弘�／�著

　神紅大学ミステリ愛好会会長・
明智恭介。彼ははたしてミステリ小
説のような謎に出合えるのか。「屍
人荘の殺人」以前、葉村譲とともに
挑んだ事件を描く短編集。

一般書

笠
置
町

編
集
・
発
行
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